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場
所

　
大
学
の
道
。
　
　
　
　
　
　Fu

の
家
。

　
此
の
家
。
　
音
楽
会
。
　
友
達
の
う
ち
。
　
郊
外
の
ト
リ
ッ
プ
　
電
車
の
中
。
　
ど
こ
か
の
別
荘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　

○
吉
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
、

○
フ
ィ
テ
ィ
ア
　
自
分
の
部
屋
、
ダ
ニ
エ
ル
の
、
和
田
の
。
ホ
ー
ル
、
　
　
○
病
院
、
　
　
○
キ
ャ
ム
パ

　
ス
。
リ
ス
、
楓
、
ぬ
れ
て
横
わ
る
パ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
　
ダ
ン
ス

○
図
書
館
（
セ
ミ
ナ
ー
。
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
。
廊
下
。
）
　
○
往
来
、

　
插
話
は
此
処
へ
入
る
。
　
　
　
○
　
　

○
レ
ー
ク
ジ
ョ
ー
ジ
　
　
○
メ
ゾ
ン
　
フ
ァ
シ
ー
ル
、
　
　
○
チ
ョ
プ
ス
イ
。

○
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
朝
、
夕
方
、
夜
）
　
　
○
岩
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
。

○
バ
ン
　
コ
ー
ト
ラ
ン
ド
。
　
　
○
オ
ペ
ラ
。
　
　
○
芝
居
。
　
　
○
西
村
さ
ん
の
と
こ
ろ
。

　
〔
欄
外
に
〕
插
話
。
　
講
演
会
。
（
弘
道
会
）
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日
米
週
報
社
よ
り
、
本
田
が
広
告
を
見
て
訪
ね
て
来
た
こ
と
を
し
ら
す
。

一
月
　
　
八
日
　
セ
ン
ト
ル
ー
ク
退
院
。

　
　
　
　
九
日
　
の
朝
本
田
来
る
、
み
じ
め
な
様
子
。

　
　
　
　
　
　
　
の
夜
、
よ
そ
に
招
か
れ
た
父
を
待
っ
て
、
マ
ル
セ
ー
ユ
ー
の
ホ
ー
ル
で
話
す
。
グ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
パ
が
桜
の
花
を
書
き
、
エ
ニ
シ
ア
ル
を
研
究
し
、
十
二
時
過
に
、
グ
リ
ル
で
ラ
ン
チ
を

　
　
　
　
　
　
　
と
る
。

　
　
　
　
十
日
　
グ
ラ
ン
パ
を
御
飯
に
招
き
、
マ
ル
セ
ー
ユ
の
額
の
か
か
っ
た
下
の
ソ
ー
フ
ァ
ー
で
、
盛

　
　
　
　
　
　
　
に
議
論
し
た
。
ダ
デ
ィ
ー
は
長
野
宇
平
治
氏
と
話
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
鳴
る
。

　
　
　
十
一
日
　
本
田
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
て
ミ
ル
ス
・
ホ
テ
ル
に
行
く
番
地
を
き
き
に
来
る
。
ダ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
ー
は
か
え
ら
ず
。
自
分
は
赤
い
ス
ウ
ェ
タ
ー
を
着
る
。
ネ
ク
タ
イ
の
先
の
ほ
つ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
を
縫
っ
て
あ
げ
る
。

　
　
　
十
二
日
　
博
物
館
、
展
覧
会
、
活
動
、

　
　
　
十
四
　
　
グ
ラ
ン
パ
に
招
か
れ
て
若
松
か
ら
、
リ
デ
ム
プ
シ
ョ
ン
を
見
る
。

　
　
　
十
五
　
　
未
来
の
仕
事
（
自
分
）
に
つ
い
て
の
議
論
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十
六
　
　
第
三
木
曜
会
へ
一
緒
に
行
く
、
寒
い
日
、
か
え
り
に
一
〇
丁
目
の
角
で
お
茶
を
の
む
、

　
　
　
　
　
　
　
始
め
て
石
原
さ
ん
に
会
う
。
グ
ル
グ
ル
廻
る
戸
か
ら
出
た
彼
の
印
象
、
妻
沼
さ
ん
の
ダ

　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
へ
の
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ホ
ー
ル
で
き
き
、
い
そ
い
で
、
オ
ム
レ
ッ
ト
を
た
べ

　
　
　
　
　
　
　
て
出
か
け
た
。

　
　
　
十
七
日
　
フ
ィ
テ
ィ
ア
に
行
く
。

　
　
　
十
九
日
　
ホ
テ
ル
で
一
緒
に
食
事
を
し
、
夜
は
グ
ラ
ン
パ
が
ダ
デ
ィ
の packing 

を
手
伝
う
。
三

　
　
　
　
　
　
　
人
で
、
夜
フ
ィ
テ
ア
に
か
え
る
。

　
　
　
二
十
日
　
ダ
デ
ィ
を
二
時
四
十
分
の
汽
車
に
見
送
り
、
三
人
で
（
三
浦
鍋
太
郎
、
矢
野
）
サ
ブ
に

　
　
　
　
　
　
　
乗
り
、
村
川
氏
に
会
い
た
い
と
云
う
の
で
、
送
ろ
う
と
す
る
Ａ
を
強
い
て
一
〇
三
町
目

　
　
　
　
　
　
　
で
お
ろ
す
。

　
　
二
十
二
　
　B

etrothal 

に
行
く
約
束
が
あ
っ
た
の
で
、
Ａ
に
電
話
を
か
け
る
。
少
し
喉
の
工
合
が
悪

　
　
　
　
　
　
　
い
と
云
う
。
気
の
毒
に
思
い
な
が
ら
行
く
。
二
度
目
。
マ
テ
ィ
ネ
ー
。
夕
方
早
く B

'w

　
　
　
　
　
　
　ay 

を
歩
い
て
帰
る
。
せ
わ
し
い
夜
の B

'w
ay

　
　
二
十
四
日
　
ハ
ム
プ
テ
ン
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
、
和
田
と
三
人
。
（
の
ろ
の
ろ
と
し
て
居
る
和
田
）
和
田

　
　
　
　
　
　
　
の
不
自
然
な
緊
張
と
荒
々
し
さ
が
自
分
の
心
を
苦
し
め
た
。
風
の
激
し
く
寒
い
日
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二
十
五
日
　
電
話
で
、
ワ
ー
レ
ス
ロ
ッ
ジ
に
行
く
こ
と
を
告
げ
る
。

　
　
二
十
六
日
　
夜
電
話
に
て
話
す

　
　
二
十
七
日
　
帰
紐
、
夜
逢
っ
て
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
を
歩
く
。

　
　
二
十
八
日
　
此
日
Ａ
は
始
め
て
セ
ミ
ナ
ー
か
ら A

very 

に
来
る
。
此
頃
自
分
は
ア
ベ
レ
ー
ホ
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
イ
ジ
プ
ト
の
研
究
を
し
て
居
た
の
だ
。

　
　
　
三
十
日
　
Ａ
、A

very 

で Persian 

と C
hinese A

rt 

を
調
べ
始
め
る
。
夜
フ
ァ
シ
ー
ル
に
行
く
。

　
　
三
十
一
日
　A

very 
で
隣
の
区
切
り
に
グ
ラ
ン
パ
が
来
る
。
背
中
を
見
せ
て
居
る
。
自
分
の
心
持
。

二
月
　
　
一
日
　Ideal husband 
を M

iss W
ells 

と
見
る
。

　
　
　
　
二
日
　
日
曜
。
始
め
て Jefferson 

の
説
教
を
聞
く
。

　
　
　
　
三
日

二
月
　
　
八
日
　
始
め
て
の
雪
。A

very 

で
、
午
後
こ
っ
そ
り
お
菓
子
を
買
い
に
行
っ
て
、
来
て
居
た
和

　
　
　
　
　
　
　
田
と
Ａ
に
あ
げ
る
。
夜
九
時
半
頃
ま
で Sem

inar 

に
居
て
あ
と
は
雪
の
中
の
キ
ャ
ム
パ

　
　
　
　
　
　
　
ス
を
歩
く
。
そ
れ
か
ら
フ
レ
ン
チ
ペ
ー
ス
ト
を
た
べ
る
。

二
月
　
一
〇
日
　
始
め
て
河
を
越
し
て
パ
リ
セ
ー
ド
に
行
く
。
高
垣
氏
と
共
に
。

二
月
　
十
三
日
　
誕
生
日
、
皮
の
袋
、
岩
本
さ
ん
と
三
人
で
若
松
へ
行
く
。
下
の W

hittier 

の
ホ
ー
ル
で
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は
、
支
那
人
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
此
日
の
Ａ
の
日
記
。
〔
以
下
原
稿
十
二
行

　
　
　
　
　
　
　
分
欠
〕

二
月
　
十
五
日
　
い
つ
か
お
す
し
を
食
べ
た
い
と
云
っ
た
の
が
真
個
に
成
っ
て
夜
和
田
さ
ん
、
岩
本
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
、
そ
の
他
が S. C

. 

に
呼
ば
れ
た
。
美
く
し
い
グ
レ
ト
　
フ
ル
ー
ト
が
、
サ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ボ
ー
で
飾
ら
れ
た
の
を
見
て
自
分
は
ど
ん
な
に
よ
ろ
こ
ん
だ
か
。

　
　
　
十
八
日
　
〝She w

anted to stay in her ow
n room

 this evening, and so I decided to stay in too

　
　
　
　
　
　
　 ! M

y dearest 

“C
ham

e

〞, I don't deserve your love: I don't deserve your kiss, and

　
　
　
　
　
　
　 I don't deserve anything from

 you. Leave m
e behind you to struggle, suffer and di

　
　
　
　
　
　
　e alone 

　!!
”

　
　
　
　
　
　
　
　
夜
岩
本
さ
ん
が
来
て
、
グ
ラ
ン
パ
か
ら
電
話
で
私
が
工
合
で
も
悪
い
の
で
は
あ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
い
か
、
と
云
っ
て
来
る
。
堪
ら
な
く
成
っ
て
自
分
で
電
話
を
か
け
て
呼
ぶ
。
岩
本
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
は
、
用
が
あ
る
と
云
っ
て
図
書
館
へ
行
っ
た
。

　
　
　
十
九
日
　
Ａ
の Fountain pen 

が
こ
わ
れ
た
の
を
見
て
、
ひ
る
の
か
え
り
に
買
っ
て
来
る
。
始
め

　
　
　
　
　
　
　
て
彼
の
為
に
物
を
買
う
こ
と
は
何
と
云
う
悦
び
だ
っ
た
か
、
メ
ゾ
ン
　
フ
ァ
シ
ー
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
二
度
行
く
。
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二
十
日
　
美
濃
部
が
オ
ペ
ラ
に
誘
う
。
岩
本
の
こ
と
づ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　A

very 

で
。
Ａ
が
不
快
な
顔
を
し
た
の
で
風
邪
と
云
っ
て
や
め
る
。
夜
、
岩
本
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
と
、
村
川
、
松
本
氏
の
送
別
会
へ
行
く
。

　
　
二
十
二
日
　W

ashington B
irthday 

一
宮
氏
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
（
お
茶
の
水
出
身
者
の
会
）
か
え

　
　
　
　
　
　
　
り
に S. C

. 

に
よ
っ
て
、
Ａ
の
帰
っ
て
来
た
の
に
送
ら
れ
て W

hittier 

に
か
え
る
。

　
　
二
十
三
日
　
日
曜
日
。
一
宮
家
か
ら
吉
田
さ
ん
の at hom

e day 

に
行
き
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
行

　
　
　
　
　
　
　
く
。
小
崎
氏
が
来
た
の
で
、
芹
野
さ
ん
と
Ａ
と
四
人
で W

hittier 

に
行
き
和
田
に
会
い
、

　
　
　
　
　
　
　
三
人
で
、
メ
ゾ
ン
に
行
き
、
小
崎
と
和
田
を
の
こ
す
、
青
木
の
こ
と
を
小
崎
か
ら
き
き

　
　
　
　
　
　
　
た
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
。
か
え
る
と
、
Ａ
が
不
機
嫌
に
な
っ
て
先
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
心
持
。

　
　
二
十
四
日
　From

 his diary.

　
　
　
　
　
　
　
〝D

isagreeable atitude of K
ozaki, Serino and W

ada m
ade m

e feel unhappy to sta

　
　
　
　
　
　
　y w

ith them
 so 

〔
一
語
不
明
〕
“C

ham
e

〞 sw
eet dream

 I cam
e hom

e to sleep. Y
e

　
　
　
　
　
　
　s, w

hat a w
onderful pow

er she has ! C
herish your heart, m

y dear 

〝C
ham

e

〞! H
o

　
　
　
　
　
　
　w

 can I leave you ! I w
oke up early again this m

orning and felt 

〝C
ham

e's

〞 unse

8「黄銅時代」創作メモ



　
　
　
　
　
　
　en finger and em

braced the vacant space tightly w
ith a desire that she m

ay be m
y 

　
　
　
　
　
　
　
〝better half

〞 and m
ine only.

”

　
　
二
十
六
日
　
夜
、
セ
ミ
ナ
ー
、
雨
降
り
、
午
後
和
田
と ten sen store 

で baby duck 

を
買
い
、
東

　
　
　
　
　
　
　
京
か
ら
来
た
豆
と
一
緒
に
持
っ
て
行
き
、
自
分
は
若
し
結
婚
す
れ
ば
、
決
し
て
Ａ
以
外

　
　
　
　
　
　
　
の
人
と
は
仕
な
い
と
い
う
約
束
。

　
　
二
十
八
日
　
静
か
な
夜
、G

rant's tom
b 

の
廻
り
を
幾
度
も
幾
度
も
歩
き
な
が
ら
、
結
婚
生
活
に
就

　
　
　
　
　
　
　
て
話
し
、
フ
ァ
シ
ー
ル
で
茶
を
の
み
、

三
月
　
　
一
日
　
土
曜
、
ブ
ァ
ン
　
コ
ー
ラ
ン
ド
に
行
く
。
明
い
晴
れ
た
風
の
吹
く
日
、

三
月
　
　
三
日
　
三
井
物
産
の
人
達
が
御
飯
に
呼
ぶ
。

三
月
　
一
四
日
　
降
雪
。

三
月
　
十
八
日
　
夕
立
の
来
そ
う
な
霧
の
濃
い
不
思
議
な
日
、
自
分
は
興
奮
し
て
Ａ
と
一
緒
に
出
か
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
今
井
へ
行
き
、
都
で
食
事
を
し
、east side 

に
出
か
け
る
、
古
本
を
見
に
。

　
　
二
十
一
日
　
少
し
曇
り
気
味
の
風
の
吹
く
日
。
ミ
ス
　
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
電
話
で
歎
願
し
て
、
パ

　
　
　
　
　
　
　
リ
セ
ー
ド
に
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
膝
に
頭
を
横
え
て
、
静
に
涙
を
こ
ぼ
す
彼
の
上
に
風
が
吹
く
。
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二
十
二
日
　
鶴
見
、
河
井
、
其
他
星
野
等
と
食
事
に
招
れ
る
。

　
　
二
十
四
日
　
雪
降
り
。
野
中
夫
人
に
若
松
に
よ
ば
れ
る
。
お
く
れ
て
ミ
ス
　
コ
ー
フ
ィ
ル
ド
に
行
き
、

　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
パ
の
こ
と
を
話
す
。

　
　
二
十
五
日
　
〝V

ictory day

〞 for N
ew

 Y
ork C

ity.

　
　
　
　
　
　
　
　
静
か
な W

hittier 

で
午
後
会
い
、D

rive 

と B
'w

ay 

を
沢
山
歩
い
て
、
チ
ョ
プ
ス
イ

　
　
　
　
　
　
　
に
行
く
。
又
帰
い
て
か
え
る
。

　
　
二
十
六
日
　
幸
福
な
昨
日
に
引
か
え
、
自
分
は
悲
し
み
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
パ
リ
セ
ー
ド
に
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
森
の
奥
、
廃
れ
た
見
世
物
小
屋
、

　
　
二
十
七
日
　
Ａ
、Lake G

eorge 
に
立
つ
。

　
　
二
十
八
日
　
金
曜
。
い
つ
結
婚
す
る
か
、
Ａ
は good reputation 

を
持
た
な
い
等
と
話
す
。

　
　
二
十
九
日
　
土
曜
、
Ａ
か
え
る
。G

rand C
entral 

に
迎
に
行
く
。C

ity library 

に
行
き
、tea 

を
の

　
　
　
　
　
　
　
み
、W

hittier 

に
行
き
、
若
松
に
行
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
話
す
。
和
田
が
、
ダ
ニ
エ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
私
の
こ
と
を
話
し
た
と
云
う
の
で
、
直
接
ダ
ニ
エ
ル
に
逢
う
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
三
十
日
　Sunday. D

ay light saving. Tabernacle 
に
行
く
の
に
後
れ
て
一
人
で
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　C

entral Park 

を
抜
け
て
ミ
ス
　
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ま
で
歩
き
、
彼
女
を
つ
れ
て
、
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M
rs Sho 

の
処
へ
行
き
、
部
屋
を
見
、
か
え
り
に
二
人
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
ク
ラ
ブ
へ
行
く
。
か
え
り
に
、

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ギ
ー
人
の
オ
ー
ツ
（
青
木
の
仏
語
の
先
生
）
と
四
人
で
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
家
へ

　
　
　
　
　
　
　
来
て
、
話
す
。
ミ
ス
　
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
意
地
悪
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
高
い
壁

　
　
三
十
一
日
　
ミ
ス
　
ダ
ニ
エ
ル
に
会
う
。
あ
の
部
屋
。
午
後
Ａ
は
今
井
に
会
う
た
め
、
自
分
は
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
を
買
い
に
出
か
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　Fifth A

ve. 

で
此
の
青
い
指
環
を
買
う
。

四
月
　
　
六
日
　
日
曜
　
歩
い
て W
hittier 

に
帰
っ
て
か
ら
、Y

onkers 

に
行
く
。W

allace lodge 

を
見

　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
、
只
見
た
丈
で
森
を
抜
け
、
小
さ
い
美
し
い
家
を
見
て H

om
e sick 

に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
プ
ス
イ
に
行
き
歩
い
て
家
に
か
え
る
。

四
月
　
十
三
日
　
夕
方
七
時
頃
か
ら
岩
本
さ
ん
と
三
人
で
、M

usic Service 

に
行
く
。

四
月
　
十
四
日
　
月
曜
　
夜
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
　
オ
ペ
ラ
に
行
く
。
フ
ァ
ラ
ー
と
カ
ル
ー
ソ
ー
の
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
夜
十
二
時
過
外
を
歩
く
。

四
月
　
十
六
日
　
（
雪
）
つ
も
っ
た
雪
。
夜
第
三
木
曜
会
。
同
時
に Earl H

all 

に
於
て
尾
崎
行
雄
の
演

　
　
　
　
　
　
　
説
が
あ
る
。
其
を
き
き
に
行
き
た
い
人
も
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
す
る
か
と
云
う
こ
と
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が
少
し
問
題
に
な
り
、
結
局
、Earl 

に
行
く
。
矢
田
夫
人
に
会
う
。
今
日
ま
で
何
う
し

　
　
　
　
　
　
　
て
も
会
え
な
か
っ
た
和
田
が
野
中
夫
人
と
来
て
居
る
の
を
知
る
。
帰
り
に
歩
き
、
ミ
ス

　
　
　
　
　
　
　 W

ells 

と
吉
田
に
道
で
会
う
。

　
　
　
十
七
日
　Easter V

acation began. W
hittier 

は
静
に
成
る
。

　
　
　
十
九
日
　
土
曜
、
朝
Ａ
に
徳
山
が M

iss M
inam

i 

と
の
婚
約
を
破
っ
た
と
い
う
こ
と
を
話
す
。M

　
　
　
　
　
　
　iss C

aulfield 

が M
inam

i 

に
何
か
云
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
午
後
、V

an C
autland Park.

　
　
　
二
十
日
　
岩
本
さ
ん
と
森
田
さ
ん
と
に
会
う
、
青
い
着
物
で
イ
ー
ス
タ
ー
の
休
み
が
す
む
。

　
　
二
十
三
日
　
森
田
さ
ん
と
岩
本
さ
ん
が
来
た
の
で
、
Ａ
を
呼
ん
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
し
、
チ
ョ
プ

　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
に
行
き
、
か
え
り
に
ゆ
っ
く
り R

iverside park 

を
歩
く
。

　
　
二
十
七
日
　
日
曜
。
パ
リ
セ
ー
ド
よ
り
ダ
イ
ク
マ
ン
ま
で
長
く
歩
き
、
夜
道
を
し
な
が
ら
。
省
吾
さ

　
　
　
　
　
　
　
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

　
　
二
十
九
日
　
午
前
中
に
、
宮
武
が
来
る
。
原
稿
の
こ
と
、
並
、
坪
内
ホ
ー
ム
ス
の
こ
と
。

五
月
四
日
の
夜
、Sunday

　
　
Ａ
と B

rick C
hurch 

に
行
き
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
夫
人
に
会
い
か
え
り
に Fift

　
　
　
　
　
　
　h ave 

を
歩
い
て
、M

aison Facile 

で Supper 

を
食
べ
、
夜
の
中
を
散
歩
し
て
か
え
り
、

　
　
　
　
　
　
　
殆
ど
徹
夜
し
て
、
ミ
ス
　
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
こ
と
に
就
て
考
え
る
。
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五
月
　
　
五
日
　
朝
早
く Library 

に
行
き Sem

inar 

で
、
ミ
ス
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
絶
交
の
手
紙
を
書

　
　
　
　
　
　
　
く
。
午
後
は W

hittier
五
月
　
　
九
日
　
鶴
見
氏
と
午
後
か
ら G

reenw
ich 

へ
人
を
た
ず
ね
、
お
茶
を
ホ
テ
ル
で
の
み
、
東
洋
軒

　
　
　
　
　
　
　
で
食
べ
、
ミ
ス
　
リ
ザ
ノ
ブ
ィ
ッ
チ
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
ア
ス
タ
ー
に
一
寸
よ
り
、
其

　
　
　
　
　
　
　
か
ら W

hittier 

に
か
え
り
、
Ａ
に
電
話
を
か
け
る
。
十
二
時
す
ぎ
。

五
月
　
十
二
日
　A

very 
に R

oosevelt M
em

orial exhibition 

を
見
る
。
晴
れ
た
や
わ
ら
か
い
晩
。
学
生

　
　
　
　
　
　
　
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
　
ダ
ン
ス

五
月
　
十
三
日
　
友
情
に
つ
い
て
の
議
論
（
鶴
見
氏
に
対
す
る
。
）

五
月
　
十
五
日
　
夏
の
買
物
、
広
場
で
岩
本
、
南
、
和
田
と
三
人
で
話
す

　
　
　
　
　
　
　
〔
欄
外
に
〕
此
の
シ
ー
ン
は
も
っ
と
前
に
持
っ
て
行
っ
て
よ
ろ
し
。

五
月
　
二
十
日
　Lake G

eorge 

へ
立
つ
、

九
月
　
二
十
日
　N

ew
 Y

ork 

へ
か
え
る
、
家
を
さ
が
す
。
暑
い
日

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
と
ま
る
。

　
　
二
十
一
日
　C

larem
ont 

に
き
ま
る
。
岩
本
さ
ん
と B

'w
ay tabernacle 

に
行
く
。

十
月
　
十
五
日
　
十
月
三
十
日
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
に
き
め
た
。
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十
七
日
　
印
さ
つ
を
命
ず
。

　
　
　
十
九
日
　
岩
本
さ
ん
が
来
る
。
ミ
ス
　
コ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
に
会
っ
て
、
彼
女
が
私
に
会
い
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
居
る
こ
と
を
話
す
が
こ
と
わ
る
。

　
　
　
三
十
日
　
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
見
る
。

　
　
　
　
一
日
　
渋
谷
家
の
始
祖
。

　
　
　
　
五
日
　
ダ
デ
ィ
よ
り
の
報
知
、
帰
る
と
決
心
す
る
。

　
　
　
　
六
日
　
買
物
、
電
報
を
打
つ
切
手
を
た
の
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
さ
ん
の
来
た
日
曜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
此
日
に
岩
本
、
森
田
氏
と
来
て
、
自
分
に
日
記
を
く
れ
る
。

　
　
　
十
八
日
　
立
つ
。
夜
　
ワ
シ
ン
ト
ン
で
一
時
間
と
ま
っ
た
の
で
う
ち
へ
葉
書
を
書
く
。

　
　
　
二
十
日
　N

ew
 

オ
ル
レ
ア
ン
ス
着
、
黒
人
、
綿
。
七
時
発
。
立
つ
と
き
、
金
を
貰
い
に
来
た
男

　
　
　
　
　
　
　
が
、
拒
ま
れ
て
、
何
か
す
て
科
白
を
云
う
。

　
　
二
十
二
日
　
メ
キ
シ
コ
　
ア
リ
ゾ
ナ

　
　
二
十
三
日
　L. A

. 

着
、
あ
の
心
持 San G

abriel 

を
見
物

　
　
二
十
四
日
　
ド
ク
タ
ー
ヒ
ア
ス
に
呼
ば
れ
る
。
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二
十
五
日
　
Ｃ
Ｃ
夫
人
ポ
ー
リ
ン
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
立
つ
。
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｃ
の
車
に
て
見
物
　
美
く
し
き
小
家
、

　
　
二
十
六
日
　L. A

. 

を
立
ち
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
着

　
　
二
十
七
日
　Thanksgiving D

ay. 

夜
立
つ

　
　
二
十
九
日
　
シ
ア
ト
ル
。
部
屋
で dinner

十
二
月
　
一
日
　
船
の
手
つ
づ
き
、
夜
中
瀬
に
呼
ば
れ
る
。
稲
畑
、
親
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
仏
国
の
兵
士
の
話
、
瀧
口
の
話
、
（
日
露
）
従
軍

十
二
月
　
二
日
　
最
後
の
晩

十
二
月
　
三
日
　
立
つ
朝
、
寒
い
も
や
の
濃
い
日
、
朝
ミ
ス
　
ハ
セ
ガ
ワ
に
会
う
。
十
一
時
出
航
、

　
自
分
か
ら
出
し
た
手
紙
の
抜
粋
、

三
月
一
日
付
、

　
今
日
の
よ
う
に
春
ら
し
い
日
差
し
に
成
っ
て
暖
で
、
雨
が
降
っ
て
や
ん
で
、
水
た
ま
り
に
日
が
写
っ
て

居
る
と
法
悦
に
近
い
よ
う
な
喜
び
に
胸
を
打
れ
ま
す
。
総
て
の
人
が
幸
福
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
八
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1981
（
昭
和56

）
年5

月30

日
初
版
発
行

　
　
　1986
（
昭
和61

）
年3

月20

日
第2

版
第1

刷
発
行

初
出
：
同
上

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
磐
余
彦

2004

年2

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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